
今
後
に
向
け
て

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
こ
れ
ま
で
の

検
討
を
踏
ま
え
、次
の
４
点
を
今
後
の
活
動

方
針
（
案
）
と
し
ま
し
た
。

１
月
16
日
（
日
）
に
下
山
地
区
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た

「
下
山
の
よ
り
よ
い
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
や
当
日
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
開
催
概
要

下
山
の
よ
り
よ
い
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

﹇
日　

時
﹈

﹇
会　

場
﹈

﹇
参
加
者
﹈

﹇
主　

催
﹈

﹇
共　

催
﹈

﹇
運　

営
﹈

令
和
４
年
１
月
16
日
（
日
）
９
時
半
〜
11
時
40
分

下
山
地
区
体
育
館

約
30
名
（
途
中
退
出
者
含
む
）

下
山
学
区
対
策
員
会　

岡
崎
市
経
済
振
興
部
中
山
間
政
策
課

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
崎
ま
ち
育
て
セ
ン
タ
ー
・
り
た

今
後
の
活
動
方
針
（
案
）

今
後
に
向
け
て

・
下
山
学
区
対
策
委
員
会
よ
り

・
岡
崎
市
中
山
間
政
策
課
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

内
容
紹
介

岡
崎
市
中
山
間
地
域

活
性
化
計
画
（
案
）
の
説
明

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
１

「
下
山
学
区
の
未
来
の
姿
を

考
え
よ
う
！
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
２

「
ど
う
す
る
？

旧
Ｊ
Ａ
下
山
支
店
」

今
後
に
向
け
て

下
山
学
区
対
策
委
員
会
よ
り

岡
崎
市
中
山
間
政
策
課
よ
り

学
区
の
皆
様
に
は
昨
年
８
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
会
合
等
で
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
一
年
前
に
下
山
学
区
対
策
委
員
長
を
前
委
員
長
か
ら
引
き
継
ぎ
し

た
際
、
任
期
の
３
年
間
は
ま
ち
づ
く
り
を
視
点
に
置
い
た
活
動
を
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
何
回
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
読
み
返
し
、

会
合
等
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
以
下
の

よ
う
な
方
向
性
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。

● 

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
各
町
ご
と
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

の
必
要
性
。

● 

年
齢
を
問
わ
ず
思
い
思
い
に
人
が
楽
し
め
る
自
然
を
生
か
し
た
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
よ
う
な
公
園
の
必
要
性
。

● 

小
学
校
存
続
の
た
め
に
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
特
認
校
制
度
を
受

け
入
れ
協
力
体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

● 

さ
さ
ゆ
り
バ
ス
の
存
続
と
使
い
や
す
い
ダ
イ
ヤ
改
正
の
必
要
性
。

● 

下
山
地
区
の
豊
か
な
自
然
・
景
観
を
守
り
つ
つ
、
そ
の
自
然
を
生

か
し
た
町
づ
く
り
。

● 

耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
の
利
活
用
を
念
頭
に
、
若
い
人
が
住
み
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
。

● 
農
業
も
含
め
た
地
元
に
働
く
場
所
の
必
要
性
。

岡
崎
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
中
山
間
政
策
課

を
設
置
し
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
施
策
の
推
進

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
下
山
学
区
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
行
政
と
し
て
も
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
課
題
解
決
や
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
「
我
が
ご

と
」
と
し
て
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
、何
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
色
々
な
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
、
具
体
的
な
手
法
・
内
容
を
考
え
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
下
山
学
区
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

積
極
的
な
御
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
と
め

今
後
の

活
動
方
針（
案
）

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
い
た
だ

い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
何
ら
か
の
形
で
今
後

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
山
の
よ
り
よ
い
未
来
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

か
わ
ら
ば
ん

1情
報
提
供

2

3

4

5

6

7

情
報
提
供

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告

ま
と
め

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告

かわらばんの内容

遊
休
資
産
（
空
き
家
・
空
き
農
地
・
旧
Ｊ
Ａ
下
山
支

店
等
）
を
活
用
し
、
地
域
内
外
の
人
が
集
い
、
働
き
、

交
流
で
き
る
場
を
つ
く
ろ
う
！

﹇ 

発

行

日 

﹈

﹇ 

お
問
合
わ
せ 

﹈

﹇ 

企
画
・
編
集 

﹈

﹇ 

協

力 

﹈
令
和
４
年
２
月
28
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
崎
ま
ち
育
て
セ
ン
タ
ー
・
り
た

下
山
学
区
対
策
委
員
会

岡
崎
市
経
済
振
興
部
中
山
間
政
策
課　

☎ 

０
５
６
４-

２
３-

６
２
０
６

　

  ch
u

sa
n

k
a

n
@

city.o
k

a
za

k
i.lg

.jp

遊
休
資
産
の
有
効
活
用

2

自
分
た
ち
で
で
き
る
、
通
学
や
通
院
・
買
い
物
を
手

助
け
す
る
移
動
手
段
の
仕
組
み
を
考
え
、
試
験
的
に

や
っ
て
み
よ
う
！

移
住
支
援
の
仕
組
み
検
討

3

下
山
小
へ
の
越
境
通
学
が
可
能
に
な
る
特
認
校
指
定
に

向
け
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
人
の
あ
た
た
か
さ
に
触

れ
ら
れ
る
下
山
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
！

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

4

地
域
外
の
方
が
定
期
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
な
、
共
同

作
業
（
農
業
体
験
、
草
刈
り
・
清
掃
活
動
の
イ
ベ
ン

ト
化
等
）
の
仕
掛
け
を
考
え
よ
う
！

関
係
人
口
創
出



岡
崎
市
中
山
間
地
域

活
性
化
計
画（
案
）の
説
明

﹇
下
山
学
区
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
﹈

岡
崎
市
中
山
間
政
策
課
か
ら
現
在
策
定
中
の

「
岡
崎
市
中
山
間
地
域
活
性
化
計
画
（
案
）」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

岡
崎
市
中
山
間
地
域

活
性
化
計
画
と
は

２
０
２
１
年
４
月
、
岡
崎
市
は
「
中
山

間
政
策
課
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
同
課

で
は
、
若
年
層
の
人
口
流
出
や
少
子
高

齢
化
に
伴
う
地
域
活
動
や
農
林
業
の
担

い
手
不
足
等
の
課
題
に
直
面
す
る
市
内

中
山
間
地
域
を
、
持
続
可
能
な
魅
力
あ

る
地
域
と
す
る
た
め
の
、「
活
性
化
計
画
」

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
（
２
０
２
２
年

２
／
７
か
ら
３
／
７
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
）。
活
性
化
計
画
の
基
本

理
念
（
30
年
後
を
見
据
え
た
今
後
の
目

指
す
方
向
性
）
と
し
て
『
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り 

〜
オ
ク
オ
カ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〜
』
を
掲
げ
、「
く
ら
し
」「
し
ご
と
」「
交

流
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
取

組
を
行
っ
て
い
く
か
を
定
め
た
「
地
区

別
計
画
」
の
作
成
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

地
区
別
計
画
作
成
に

向
け
た
下
山
学
区
の
現
状
把
握

２
０
５
０
年
ま
で
の
人
口
推
計
で
は
、
現
在
の
人
口
増
減
傾
向
が
続
い
た
場
合
、

２
０
５
０
年
に
は
人
口
が
55
％
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
仮
に
子
育
て
世

帯
が
１
年
に
１
世
帯
移
住
し
て
く
れ
ば
、
児
童
数
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

※

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
：
内
部
環
境
お
よ
び
外
部
環
境
そ
れ
ぞ
れ
で
「
プ
ラ
ス
の
要
因
」

と
「
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
」（
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ=

強
み
、
弱
み
、
機
会
、
脅
威
）
に
整
理
し
、

４
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
課
題
克
服
の
た
め
の
戦
略
を
練
る
手
法

地
域
の
強
み
や
機
会
を
活
か
し
て
、
課
題
を
克
服
す
る
戦
略
を
検
討
す

る
た
め
に
下
山
学
区
の
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
か
ら
得

ら
れ
た
意
見
を
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
フ
レ
ー
ム
を
用
い
て
整
理
し
ま
し
た
。

現
在
の
人
口
増
減
傾
向
が

続
い
た
場
合

子
育
て
世
代
が
１
年
に
１
世
帯

移
住
し
て
き
た
場
合

（名古屋大学大学院附属持続的共発展教育研究センター提供小地域ごとの簡易人口推計ツールを使用）

情報提供

※

オ
ク
オ
カ 

：
岡
崎
市
の
中
山
間
地
域
を
指
す
愛

称
（
岡
崎
の
奥
座
敷
）

※

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
活
用
可
能
な
地
域
資
源
を

発
掘
し
、
磨
き
上
げ
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

他
分
野
と
組
み
合
わ
せ
る
取
組
刷
新
、
革
新
、
新

機
軸
、
技
術
革
新
、
新
市
場
・
新
資
源
の
開
拓
・

新
し
い
経
営
組
織
の
形
成
な
ど
を
含
む
概
念
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﹇
下
山
学
区
の
人
口
推
計
﹈
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改革戦略

● 車なら市街地へ 30 分程度で行ける

● トヨタテストコースがある

● 「旧 JA 下山支店」が空き家である

● 下山小が特認校に指定されると、地域

外から児童の受け入れが可能になる

● 自然豊か

● 酒という他にない地場産業がある

● 地区の人間のつながりが強い

● 町内で環境保全活動、見守り活動など

に取り組んでいる

● クアオルトウオーキングコースが設定さ

れている

● 新しくカフェができた

◆ 商業施設や金融機関が撤退した

◆ 鳥獣害がある

◆ 稲作は、平地と比較して何倍も手間がか

かるが、収量は少ない

◆ 教育、医療機関が遠い

◆ 自家用車がないと移動に困る

◆ 高齢者が増加している

◆ 近い将来空き家が増える懸念がある

◆ 人口減少により、地域の役の負担が増加

している。活動が減少している

◆ 農業の担い手不足

◆ 耕作放棄地の増加

◆ おいしい農作物が取れても、地域住民の

利益につながる施設がない

プラスの要因 マイナスの要因

内
部
環
境

外
部
環
境

改善戦略回避戦略成長戦略
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下 山 の よりよい 未 来 を 考 えるワ ー クショップ  か わ ら ば ん２

こ
の
下
山
が
好
き
で

満
足
し
て
い
る

こ
の
地
域
に
あ
っ
た
ら

い
い
と
思
う
も
の
（
複
数
回
答
可
）

住
ん
で
い
て
楽
し
い
地
区
に
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
ま
す
か
？
（
一
部
抜
粋
）

昔
の
よ
う
に
外
を
歩
け
ば
子
ど
も
の
声
が

聞
こ
え
る
町
に
し
た
い
。
ま
た
、
事
業
を

通
じ
て
こ
の
地
域
を
魅
力
的
に
す
る
こ
と

で
、
こ
の
地
域
に
訪
れ
る
人
を
増
や
し
、

最
終
的
に
は
移
住
し
た
い
と
思
え
る
場
所

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。
規
模
は
小
さ

く
て
も
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
小
学
校

の
特
認
制
度
導
入
に
よ
り
学
び
た
い
子
ど

も
が
都
市
部
か
ら
訪
れ
、
若
者
向
け
に
テ

レ
ワ
ー
ク
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の

場
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
田
舎
の
モ

デ
ル
地
域
と
な
る
よ
う
な
場
所
に
し
て
い

き
た
い
。
（
30
代
・
女
性
）

将
来
、
下
山
が

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？
（
一
部
抜
粋
）

２
０
２
１
年
８
月
に
実
施
し
た
「
下
山
学
区
の

よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

つ
い
て
、
当
日
発
表
し
た
内
容
か
ら
、
具
体
的

な
地
域
課
題
や
今
後
の
地
区
別
計
画
検
討
の

アンケート概要

［実施期間］2021年8月2日（月）～23日（月）
［主　　催］下山学区総代会、下山学区社会
教育委員会、下山学区対策委員会

［対　　象］下山学区にお住いの小学生以上の方
［回 収 率］83.4％（378 名／453 名）

下
山
が
不
便
に
思
っ
た
り
、

嫌
な
（
改
善
し
て
ほ
し
い
）
点

ゴ
ミ
ひ
ろ
い
な
ど
は
今
後
も

参
加
で
き
る
限
り
参
加
し
た

い
。
情
報
発
信
な
ど
で
も
協

力
で
き
れ
ば
。
（
20
代
・
女
性
）

仕
事
を
通
じ
て
下
山
の

魅
力
を
発
信
し
続
け
、

年
間
を
通
じ
て
人
々
が

こ
の
地
に
訪
れ
る
仕
組

み
を
作
る
。（
30
代
・
女
性
）

自
然
が
多
い
事
を
生
か

せ
る
よ
う
な
遊
び
場
を

つ
く
る
。
（
20
代
・
女
性
）

地
区
に
田
畑
の
荒
れ
地
が

あ
る
の
で
町
の
方
か
ら
希

望
者
を
募
っ
て
田
や
畑
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
一
緒
に

作
業
を
す
る
。
（
70
代
・
女
性
）

あ
る
け
あ
る
け
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
や
山
桜
の
会
の

イ
ベ
ン
ト
に
外
か
ら
来
る

人
を
増
や
せ
る
よ
う
に
紹

介
す
る
。
（
30
代
・
女
性
）

町
に
住
ん
で
い
る
人

に
、
の
ど
か
な
場
所
に

住
む
の
も
良
い
こ
と
も

伝
え
て
い
き
た
い
。

（
30
代
・
男
性
）

下
山
地
区
の
潜
在
能
力
は
ま

だ
ま
だ
活
か
し
き
れ
て
い
な

い
の
で
、
住
民
の
協
力
で
地

区
と
し
て
の
魅
力
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
。
（
60
代
・
男
性
）

今
は
ま
だ
発
信
し
て
い
な
い

が
、
地
域
に
根
差
し
た
食
料

品
店
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

現
在
、
醤
油
、
味
噌
、
洗
濯

石
鹸
な
ど
日
用
品
は
扱
っ
て

い
ま
す
。
（
30
代
・
男
性
）

他
の
地
域
か
ら
来
て
下
山

地
区
に
住
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
地
区
に
住
む

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
人

た
ち
に
自
分
の
経
験
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
（
40
代
・
男
性
）

私
の
周
り
（
小
学
校
の
お
母
さ
ん
達
）
で
は

色
々
な
こ
と
を
話
し
た
り
協
力
し
た
り
で
き

る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
て
、
と
て
も
あ
り
が

た
い
し
心
強
い
で
す
。
こ
う
い
う
関
係
性
を

も
っ
と
広
く
多
く
し
て
下
山
学
区
誰
と
で
も

友
好
な
関
係
に
し
た
い
。
そ
し
て
み
ん
な
で

色
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、
協
力
し
て

少
し
ず
つ
で
も
み
ん
な
の
暮
ら
し
が
良
い
も

の
で
あ
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
（
30
代･

女
性
）

こ
こ
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
、
立
ち
寄
っ
た

人
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
、
そ
し
て
海
外
か
ら
も

一
目
置
か
れ
る
地
域
に
し
た
い
。（
30
代
・
男
性
）
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病院が遠い

コンビニがない

中学校が遠い

地区の役員、学校の役員が
すぐに回ってくる

買い物をするところが遠い

草刈りなどのお役が多い

園児、児童、生徒数が少ない

町費等が高い

高校が近くにない

お店や飲食店·カフェ等が
近くにない

近くに働く場所がない

その他

一色町

外山町

小久田町

中伊西町

中伊町

富尾町

保久町

一色町

外山町

小久田町

中伊西町

中伊町

富尾町

保久町
� �� �

�

�

�

�� ��

使いやすいコミュニティバス

小学校中学校の送迎バス
(土日の部活も含む→有償)

予約制デマンドバス

コンビニエンスストア

診療所

空き家や空き店舗をリニューアルし、地域外の
人が立ち寄ったり、交流できる場所やお店

定期的に来てもらえる食料品、生活必需品の
販売車(次回注文も受注できるシステム)

公園とか広場

金融機関

学区内で雇用してもらえる会社

その他

世代を超えて交流できる場所

定期的に住診してくれる有償移動式医療

住民で支える地域支援型の予約制タクシー

ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
内
容
紹
介

情報提供参
考
に
な
る
設
問
を
抜
粋
し

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
戸
に
配
布
し
た

「
概
要
版
」、
ま
た
は
り
ん
ぽ
館

に
て「
全
体
版
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

69
％
が
、

「
好
き
で
満
足
し
て
い
る
」
と
回
答

45
(12%)

214
(57%)

81
(21%)

14
(4%)

24
(6%)

大いに
そう思う

そう思う

あまり
思わない

思わない

無回答



グループ
B

グループ
A

グループ
D

グループ
C

34 下 山 の よりよ い 未 来 を 考 える  ワ ー クシ ョップ  か わ ら ば ん

［遊休資産］

・特認校制度等に合わせて空き家を

限定的に貸し出し（試しに住む）

・休耕地の有効活用（キャンプ場）、

農地山林活用時の手続きの簡素化

・体験型（ワーケーションできる）古民

家の宿を OPEN 準備中

・空き家をリノベーション事業に活用

［遊休資産］

・若い人たち、子育て期間に10～20 年ぐらい

短期移住してもらう、空き家のリフォーム、

空き家の貸し出し、お世話する人

・集会に積極的に参加する

・声をあげつづける。集会に参加

・問題意識をもって話し合う

・家族や友人と協力していく

［担い手不足］

・草刈りをイベントにする

・発信していく。村の事を企画していく。イベント・

インスタなど

・街の人々を呼んで草刈り・伐採イベントをやる

［その他］

買い出しは週に

一度にまとめて、

まちなかのスーパー

やネットで買う

［教育環境］

・特認校に指定された場合のアピール

を学校だけに任せず住民と一体と

なって行う

・バス停に掲示してある小学校の通

信を他地区の人に見てもらう（特

認校に向けて）

・下山小学校の特色ある教育を SNS

等で情報発信する、山里の環境を

生かした学びの場をつくる（農業・

科学・アート…等）

［担い手不足］

・若い人が積極的に

働きたい場をつくる

・米作りを手伝い、そ

れらの対価（報酬）

として、育てたお米

をもらうという仕組

みをつくる

［その他］

・CSR 活動等を絡めて

企業を誘致する

・自然にふれる体験・

仕組みづくり

・クアオルトの道をもっ

と魅力的に

  （休憩所等の整備）

［遊休資産］

・田舎に住みたい人に向けて、

SNS（Instagram、YouTube 等）

でPRする

・TVなどメディアの力を活用する

［担い手不足］

・クアオルトウォーキングに来た

人に寄ってもらう

・自転車乗りの人を巻き込む

・生活のお困りごと（お助け隊）

［遊休資産］

・送り迎えを分担…

・ワゴン車をバス代わりにする

改善するために
自分たちでできること

改善するために
自分たちでできること

改善するために
自分たちでできること改善するために

自分たちでできること

［遊休資産］

空き家を貸したい人と空

き家を借りたい人をつな

ぐシステムをつくる

［教育環境］

若者用（小学生のいる）

アパートをつくる

［その他］

・駆除する人を育成する。

ハンティングの会をつくる

［交通問題］

・地域の人と乗り合いで行く

・同じ習い事の人がいれば送迎

を分担する

・ささゆりバスの運営委員会

に入って意見を聞く・言う

・車の運転ができるのを楽し

い（嬉しい）と考える［担い手不足］

・考え方を変えて、自分

が町・学区の運営につ

いて考えてみる

・役や会などはイベント

と思い楽しむ！

Ｄ
グ
ル
ー
プ
で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
の
内
、「
交
通
問

題
」「
教
育
環
境
」「
そ
の
他
」
の
３
点
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
さ
さ
ゆ
り
バ
ス

の
本
数
が
少
な
い
」「
車
が
な
い
と
不
便
」「
子
ど
も

が
習
い
事
へ
通
え
な
い
」
等
と
い
っ
た
課
題
意
識
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
に
は
「
地
域
の
人
と
乗

り
合
い
で
行
く
」「
バ
ス
委
員
会
に
入
っ
て
意

見
を
聞
く
・
言
う
」
等
と
い
っ
た
ア
イ
デ

ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
サ
ル
が
畑

を
荒
ら
し
て
困
る
」「
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
田

ん
ぼ
荒
ら
し
」
等
の
課
題
に
対
し
、
サ
ル
や

イ
ノ
シ
シ
を
害
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、

下
山
に
共
生
し
て
い
る
動
物
達
と
い
う
発

想
を
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
と

い
う
意
見
か
ら
「
動
物
と
上
手
な
住
み
分

け
の
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
ジ
ビ
エ

文
化
が
で
き
る
と
い
い
な
」
等
と
い
っ
た
課
題
を

下
山
の
魅
力
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
前
向
き
な
将

来
像
に
向
け
た
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は
で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
の
内
、「
交

通
問
題
」「
担
い
手
不
足
」
の
２
点
に
つ
い
て
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
満
遍
な
く
課
題

が
出
さ
れ
る
中
、
下
山
＝
不
便
な
と
こ
ろ

と
い
う
前
提
が
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
「
親
の
擦
り
込
み
も
あ

る
の
で
は
？
」
不
便
だ
と
言
っ
て

い
る
と
そ
う
思
わ
れ
て
し
ま
う
等

と
い
っ
た
子
ど
も
達
へ
の
影
響
を
心

配
す
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、「
子
ど
も
が
出
て
い
く
」

「
人
が
少
な
い
」
等
と
い
っ
た

担
い
手
不
足
の
問
題
に
対
し
、

自
ら
が
生
活
の
お
困
り
ご
と
に
対

し
て
「
お
助
け
隊
」
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
い
っ
た
提
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
へ
の
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
将

来
的
に
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
が

暮
ら
し
た
ま
ち
に
対
し
て
誇
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
の
内
、「
遊
休
資
産
」「
教
育

環
境
」「
そ
の
他
」
の
３
点
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。「
山
の
管
理
」
が
で
き
な
い
、「
ど
ん

ど
ん
空
き
家
が
増
え
て
い
く
」
等
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、

「
特
認
校
制
度
に
合
わ
せ
て
空
き
家
を
限
定
的
に
貸
し
出

す
」
や
「
休
耕
地
の
有
効
活
用
（
キ
ャ
ン
プ
場
）」
等
と

い
っ
た
遊
休
資
産
を
活
用
し
た
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
子
ど
も
の
数
が
毎
年
減
少
し
て
い
る
の
で
、

他
か
ら
の
移
住
等
を
多
く
し
た
い
」
や
「
小
学
校
や
保
育

園
で
の
活
動
（
特
色
あ
る
部
分
）
が
も
う
少
し
他
地
区

に
知
ら
れ
て
欲
し
い
」
等
の
意
見
か
ら
、「
特
認
校
に

指
定
さ
れ
た
場
合
の
ア
ピ
ー
ル
を
学
校
だ
け
に
任
せ

ず
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
」「
下
山
小
学
校
の
特
色

あ
る
教
育
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
す
る
」
等
と
い
っ
た

改
善
提
案
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
か
ら
、
下

山
学
区
の
「
特
色
を
活
か
し
て
」 

田
畑
か
ら
の
収
穫

体
験
な
ど
「
良
質
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
」
下
山
の

強
み
を
生
か
し
た
教
育
モ
デ
ル
を
外
に
向
け
て
発
信

し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
「
担
い
手
不
足
」「
そ
の
他
」

に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域
の
課
題

に
対
し
て
「
集
会
に
積
極
的
に
参
加
す

る
」「
集
会
に
参
加
し
声
を
あ
げ
つ
づ
け
る
」「
家
族

や
友
人
と
協
力
し
て
い
く
」
等
の
よ
う
な
、
家
族
や
友

人
と
一
緒
に
な
っ
て
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
地
域
へ
の
高
い
協
力
意
識
を

確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、「
子
ど
も
が
少
な
い
」
や
「
草
刈

り
な
ど
の
役
が
多
い
」
等
と
い
っ
た
少
子
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
の
課
題
に
対
し
、「
街
の

人
々
を
呼
ん
で
草
刈
り
・
伐
採
イ
ベ
ン
ト

を
や
る
」「
常
に
お
も
し
ろ
さ
を
考
え
て

実
現
し
て
い
く
」
等
と
い
っ
た
発
想
の

転
換
に
よ
り
、
地
域
課
題
や
住
民
の

負
担
を
楽
し
み
な
が
ら
軽
減
し
て

い
こ
う
と
い
う
未
来
に
向
け
た
前
向

き
な
改
善
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
下
山
学

区
の
未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

多様な生き物と調和して暮らす
「下山らしさ」を目指して

地域の課題や住民の負担を
「おもしろさ」で解決。子どもも
大人も一緒になって考える下山へ

地域課題をお助け隊がサポート。
子どもたちが
誇りを持つことができる下山へ

空き家・空き農地を活用して、
下山の特色を活かした
体験教育や働く場をつくりたい

下山学区の未来の姿を考えよう！

グループワーク 1

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
１
で
は
、
下

山
学
区
が
こ
う
な
っ
て
欲
し

い
！
と
思
う
将
来
の
姿
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

与
え
ら
れ
た
５
つ
の
テ
ー
マ

（
遊
休
資
産
・
交
通
問
題
・
教

育
環
境
・
担
い
手
不
足
・
そ
の

他
）
ご
と
に
、「
と
く
に
課
題

だ
と
思
う
こ
と
」「
改
善
す
る

た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」「
将
来
こ
う
な
っ
て
欲
し
い
」

の
順
に
意
見
を
出
し
合
い
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
話
し
合
い
ま
し
た
。
本
紙
で

は
各
グ
ル
ー
プ
で
話
さ
れ
た
内

容
の
ま
と
め
と
、
そ
こ
で
出
さ

れ
た
意
見
（
一
部
の
意
見
を
抜

粋
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



下
山
学
区
の
目
指
し
た
い
未
来

の
姿
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
手
立
て
の
一
つ
と
し
て
「
旧

Ｊ
Ａ
下
山
支
店
」
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
で
実
現

し
た
い
施
設
の
利
用
イ
メ
ー
ジ

を
「
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を

す
る
場
所
か
」「
い
つ
（
時
間

や
季
節
）使
わ
れ
る
か
」「
誰（
ど

下 山 の よりよい 未 来 を 考 える  ワ ー クショップ  か わ ら ば ん

「どうする？旧 JA 下山支店」

グループワーク２

活用イメージ

下
山
へ
の
来
訪
者
が
遊
べ
る
場
所
や
食
事

が
で
き
る
場
所
等
を
探
す
た
め
に
立
ち
寄

る
玄
関
口
。
施
設
内
で
は
、
子
ど
も
達
が

買
い
物
で
き
た
り
、
ジ
ビ
エ
を
つ
か
っ

た
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

山
間
部
を
周
回
す
る
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
休
憩
所
と
し
て
も
使

わ
れ
、
季
節
を
通
し
て
多
く
の

方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
下山活性ステーション

観光案内所

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

世
代
の
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
る
交
流
拠
点
。
子

ど
も
食
堂
や
地
域
材
で
つ
く
ら
れ

た
木
の
お
も
ち
ゃ
や
木
製
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
、
誰
で
も
弾
け
る
ピ
ア
ノ

や
楽
器
等
が
置
い
て
あ
り
、
地

域
内
外
の
子
ど
も
や
親
が
集
う

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1

地域交流の場
気軽に立ち寄れる

活用イメージ

活用イメージ

地
域
内
外
の
様
々
な
人
達
が
気
軽
に

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
交
流
拠
点
。

施
設
内
で
は
里
山
の
大
切
さ
（
ま
ち

と
山
の
関
係
・
自
然
環
境
や
下
山
に

生
息
す
る
動
植
物
等
）
を
伝
え
て
い

く
場
と
し
て
、
四
季
に
合
わ
せ
た

様
々
な
展
示
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
下
山
の
暮
ら
し
や
里
山
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

6

下山の文化交流拠点
里山とまちをつなぐ

活用イメージ

日
替
わ
り
で
無
農
薬
野
菜
の

販
売
や
家
で
食
べ
き
れ
な
い

野
菜
の
お
す
そ
分
け
、
シ
ェ

ア
キ
ッ
チ
ン
で
は
地
域
の

方
々
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
も
行
わ
れ
ま
す
。
他
に

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
や

空
き
家
等
か
ら
引
き
取
ら
れ

た
古
道
具
や
家
具
等
を
販
売

す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

3

おもてなしする「ほぼ日カフェ」

地域住民が日替わりで

活用イメージ

下
山
で
つ
く
ら
れ
た
お
米
と
卵
を
つ

か
っ
た
「
卵
か
け
ご
飯
」
の
専
門
店
。

他
に
も
、
地
元
で
と
れ
た
野
菜
や
地

域
の
方
々
が
つ
く
っ
た
絶
品
漬
物
、

周
辺
で
と
れ
た
ジ
ビ
エ
料
理
、
お
酒

等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ

ン
プ
ル
に
下
山
の
魅
力
を
体
感
で

き
、
地
域
の
高
齢
者
の
働
き
場
所
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

9

「卵かけご飯」専門店
卵・酒・米・野菜を活かした

活用イメージ

下
山
の
魅
力
を
ふ
ん
だ
ん
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
道
の
駅
。
下
山

の
特
産
品
の
紹
介
ブ
ー
ス
や
下
山

で
つ
く
ら
れ
た
野
菜
や
お
米
を
販

売
し
、
地
域
の
農
家
を
発
展
さ
せ

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
休
憩
所
と
し
て
も
利

用
さ
れ
、
地
域
内
外
の
人
が
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
り
、
毎
日
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

8

田舎を楽しめる道の駅

人が集まり、

活用イメージ

下
山
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
の
施
設
で
す
。
米
作
り
や
野
菜
作

り
等
の
農
業
体
験
や
五
平
餅
づ
く
り
、

ク
ア
オ
ル
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設
内

に
は
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
宿
泊

者
は
下
山
で
つ
く
ら
れ
た
、
お
酒
や

卵
、
お
米
、
野
菜
な
ど
の
地
域
の
料

理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

11

体験型宿泊施設
下山の魅力を味わう

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

む
行
政
職
員
や
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
関
わ
る
方
々
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
。
二
拠
点
生
活
を
通
じ
て

地
域
の
特
色
や
課
題
を
実
感
で
き
、

地
域
住
民
と
交
流
機
会
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
若
手
職
員
の
研
修
の

場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

12

サテライトオフィス
中山間地域を元気にする

活用イメージ

活用イメージ

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
、
陸
上
な
ど
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
施
設
。
施
設
を
拠
点

に
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
周
辺
の
散

策
路
を
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー

ツ
に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
下
山
の
魅
力
発
信

ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
下
山
に
訪
れ

た
方
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

5

等の合宿施設
サッカー、野球、陸上

活用イメージ

ク
ア
オ
ル
ト
を
取
り
入
れ
た
健
康
促
進

の
た
め
の
場
所
。
こ
こ
を
起
点
に
下
山

の
散
策
コ
ー
ス
巡
り
や
、
施
設
内
の
ジ
ム

で
も
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
動
後
に
は
下
山
で
作
ら
れ
た
炭
を

つ
か
っ
た
サ
ウ
ナ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

平
日
は
地
域
の
高
齢
者
を
中
心
に
、

週
末
に
は
地
域
外
の
方
々
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

2

健康促進のための拠点
クアオルトを取り入れた

下
山
で
の
暮
ら
し
の
お
困
り
ご
と

を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

日
用
品
を
購
入
で
き
、
学
習
サ
ロ
ン
、

ク
ア
オ
ル
ト
を
絡
め
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
ジ
ム
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

等
、
幅
広
い
世
代
の
要
望
に
応
え

る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
高
齢
者
の
働
く
場
所
と
し
て
雇

用
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

4
下山複合スペシャル施設

活用イメージ

学
び
や
交
流
を
楽
し
み
た

い
地
域
の
方
々
に
開
か
れ
た

場
所
。
週
末
に
は
学
生
や
休
日

を
利
用
し
て
勉
強
す
る
社
会
人
の

方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
静
か

に
勉
強
が
で
き
る
学
習
室
（
個
室
）

や
利
用
者
同
士
で
会
話
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
デ
イ
ル
ー
ム
も
あ
り
ま

す
。
受
験
を
控
え
た
中
学
生
以
上
の

学
生
に
重
宝
さ
れ
て
ま
す
。

7
学びと交流のための拠点

活用イメージ

56

う
い
う
人
）
が
利
用
す
る
場
所

か
」
等
の
項
目
に
沿
っ
て
考
え

な
が
ら
具
体
化
を
は
か
り
ま
し

た
。
本
紙
で
は
参
加
者
か
ら

示
さ
れ
た
活
用
イ
メ
ー
ジ
を

整
理
し
た
も
の
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

※

提
案
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
「
活
用
イ
メ
ー

ジ
」
で
あ
り
、
実
現
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

イ
メ
ー
ジ
の
紹
介
文
は
参
加
者
が
作
成
し
た
活
用
イ
メ
ー
ジ
シ
ー

ト
を
も
と
に
作
文
し
て
い
ま
す
。


